
地域医療の早期体験実習（early exposure）「地域医療塾」の実施報告

コンセプト

愛媛県西予市明浜町俵津地区とは

たんぽぽ俵津診療所とは

第１回日本サービス大賞 地方創生大臣賞受賞

プログラム ˺

結 果 考察・結語

■ 全国各地で加速する地方の過疎化、団塊世代の高齢化、公的医療機関の疲弊、医
師不足などにより、医療の在り方が大きく変化しようとしている。そんなこれから
の時代に強く求められているのが、地域と共にある医療“地域医療”である。

■ 今後更に必要とされる地域医療の現場を教育課程の早い時期に体験してほ
しい！そんな想いから医療系の学生を対象に早期体験実習（early exposure ）と

して2014 年より年に１回開催している2泊3日の合宿形式の研修が地域医療塾で

ある。学生が実際に地域の中に入り地域づくりに大切なことを学ぶことを
目的としている。

■ 研修の舞台となる愛媛県西予市明浜町俵津地区には当法人が運営する診療
所があり、過疎地域のなかで最期まで暮らし続けることのできる地域の創出を目指
し在宅医療を展開している。

地域医療塾の特徴

訪問同行

地域医療塾とは？

百聞は一見にしかず！
ḭ

︡ḭ ḱ
ḭ ךּ לּ
︡ ︣Ḯ

① 触れる ⇒

② 学ぶ ⇒

③ 交わる ⇒

愛媛県の南西部に位置し、入り組んだリアス式海岸の入り
江に集落があり、町内のほとんどは宇和海に面する南斜面
である。豊かな自然に囲まれており、漁業や柑橘栽培など
が盛んである。
人口は約1134 人、高齢化率は46.2 ％。（平成29 年）

2012 年、赤字で廃止の決まった西予市明浜町の公立の
へき地診療所を医療法人ゆうの森が継承し、その再生を
目指すプロジェクトを開始。最期まで暮らし続けること
のできる地域の創出を目指し、外来診療に加え、当地域
での在宅医療を展開している。

2016 年、たんぽぽ俵津診療所の取り組みが、第１回日本
サービス大賞地方創生大臣賞を受賞しました。この日本
サービス大賞とは、人々に感動を呼ぶようなサービスか
ら、今まで見たこともない独創的なサービス、地域で輝い
ているサービスなど、“きらり”と光る優れたサービスを幅
広く表彰することを目的に政府により創設された賞です。
受賞理由は、松山の医師が交代で常駐し２４時間対応の在
宅医療を提供し、また地域との共生を図る様々な取組みに
より過疎地で持続可能な医療を展開しへき地医療の優れた
モデルとなったことによるものです。

テーマは「人をみる 生活をみる 地域をみる」

研修内容は運営スタッフ自らが作成しており、「人をみる、生活をみる、地域をみる」をテーマに
毎年趣向を凝らしたプログラムを用意している。このプログラムの中で人と人との関わりやコミュ
ニケーションの大切さ、地域を知ることの意義や地域医療と町づくりについてなど直接肌で感じ
とってもらいたいと考えている。以下今まで実施したプログラムを紹介する。
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プログラムについて

いかがでしたか？
学部の割合

■地域医療塾は明浜町のたんぽぽ俵津診療所のスタッフと松山
市のたんぽぽクリニックのスタッフが合同で運営しており、運
営スタッフは医師や看護師、リハビリ、ソーシャルワーカー、
事務職など様々な職種で構成されている。
■約半年前から準備を開始。松山のスタッフがチラシやしおり
の作成から学校への広報などを担当し、明浜町のスタッフが地
元住民の調整などを行う。プログラムを運営するにあたり地元

住民の理解と協力が不可欠となっており、様々な資源を活用
することが地域の活性化にもつながり診療所と住民の
相互理解を深める機会となっている。

個人賞の授与
■地域医療塾の特徴の一つが個人賞の授与である。
学部や事前情報をもとに学生を4～5人のグループに分けてス
タッフが各グループにマネージャーとして関わり、期間中に
見受けられた変化や成長したところ、今後伸ばしていってほ
しい個性などを表した個人賞を終了証として学生一人一人に
授与している。
個人賞を決めることで学生にとっては研修の成果を感じるこ
とができ、医療者として今後の進むべく道を考えるきっかけ

になると考えている。この取り組みは学生をマネジメント
し評価するという点から運営スタッフ側の研修要素
もあると考える。

■2014 年から現在まで4回実施しており総勢52 名の学生が参加している。
参加学生の学部の割合は医学部5名、看護学生23 名、薬学部12 名、作業療法科6名、
その他6名である。
全4回の実施後のアンケートの結果、地域医療塾に参加していかがでしたか？という
問いに「とても良かった」が96 ％、「良かった」が4％となり、プログラムについて
いかがでしたか？という問いには「とても良かった」が90 ％、「良かった」が10 ％

となり、学生にとって非常に満足度の高い研修となった。

■以下感想から一部抜粋
「学校では学べないような地域医療の在り方や人との関わり方を学ぶことができた」
「様々な人の考えや人生を知ることができ、その中で自分自身を振り返り、自分はこ
のままでいいのか、これから先どうしたいのかを考える良い時間になった」
「同じ医療職でも違う仕事になる人の意見が聞けて良かった」
「地域医療のことを頭ではなく肌で感じることが本当にできたと思います」

■今後は更に俵津地区の活性化につながるよう地域を巻き込みながらの運営と研修
内容の質の向上が求められており、その地域の変化に合わせた研修活動となるよう
我々の創意工夫が必要である。

■多死社会を迎える日本には、俵津地区のような「超高齢地区」が今後も増えると
考えられる。そのため多くの人々が住み慣れた場所で暮らし続けるには、若い医療

者や福祉の人材確保が求められる。地域医療塾のような早期体験実習は若い
人材に早い時期から地域医療を知ってもらい興味を持ってもらうという
点で地域医療の基盤を築く大切な活動である。そして超高齢社会への問題意
識を持ってもらうことも、現在地域医療に携わっている我々の使命と考える。

明浜町で住民の方と触れ合いながら実際に地域の
現場を体験する

多種多様なプログラムで医療だけでなく地域づくり
の視点を学ぶ

様々な学部の学生が参加することで学部の垣根を
超えた学生同士の交流ができる、目標や夢の共有

■地域医療塾を実施し、参加した学生にとって
非常に満足度の高い研修となっただけでなく、
プログラムの作成や学生をマネジメントし評価
するという点から運営側の研修要素もあると考
える。そして様々な資源を活用することが地域
の活性化にもつながり、診療所と住民の相互理
解を深める機会となっていると考える。
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